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１．会社概要(発足から今まで)

２．地域との共生



１．会社概要(発足と企業理念)



• 設 立 平成１４年９月１７日
• 資本金 ４億９，７００万円
• 株 主 株主総数 ４７

うち沿線市町 ５／７，５００株
一般株主 ４２／３，２４０株

• 社員数 ９７名
• 路線名 勝山永平寺線：駅数２３（内有人駅９）：２７．８キロ

三国芦原線 ：駅数２２（内有人駅８）：２５．２キロ

★行政・民間・住民の株主構成で第３セクターとして会社が設
立される





勝山永平寺線・三国芦原線の歩み

大正3年2月 
京都電灯・越前電鉄線 新福井～市荒川間が福井県内初の電気鉄道として開業（現勝山永平

寺線） 

大正14年9月 永平寺鉄道 永平寺（現永平寺口）～永平寺門前開業 

昭和3年12月 三国芦原電鉄 福井口～芦原間開業（現三国芦原線） 

昭和39年 輸送人員が1,500万人を超え、ピークに達する（以後下降をたどる） 

平成元年 輸送人員が400万人を下回る 

平成4年2月 京福電鉄が越前本線（東古市～勝山間）および永平寺線のバス転換計画発表 

平成9年3月 
県、沿線市町村（福井市、勝山市、松岡町、永平寺町、上志比村）と京福電鉄の間で存続の基

本合意 

平成10～12年度 京福電鉄越前本線・永平寺線に対する行政支援の実施 

平成12年12月17日 越前本線（志比堺～東古市間）で列車衝突事故発生（2月23日運転再開） 

平成13年6月24日 越前本線（保田～発坂間）で2度目の列車衝突事故発生 

6月25日から、越前線全線において電車の運行が停止し、バス代行が行なわれる。 
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存続への取り組み
•沿線住民の活動

（電車存続駅伝大会） （電車存続県民総決起大会）（電車存続の署名活動）

•沿線市町村への呼びかけ
（電車存続の協力依頼のため沿線市町村を訪問）

•福井県へ要望書提出（H13.10.4）



次世代に鉄道を残すため

地域の皆様・行政・えちぜん鉄道
が協働（コラボレーション）して、
“乗って残す”運動の輪を拡げ、利
用者増に結びつけることを目指し
ています。

トライアングル・ネットワーク

地域の皆様

行政 えち鉄

次世代に鉄道を残すためには・・・
現在、住民の方々は困っていないが、１０～２０年後、高齢化・核家族

化社会を迎えるにあたり、住民が主体性を持って将来の交通弱者（お年寄
り・子供・孫）のために、公共交通を残すことが大事であると考えます。



地域の皆様のご支援

行政

地域の皆様

えち鉄

●えちぜん鉄道サポート会
（教育関係・区長・自治会など）
イベント、催し物の支援

●ボランティア
（駅周辺の清掃・美化活動等）

●サポーターズクラブ
R3年度実績 会員3,070名
R3年度電車利用 73,298名
R3年度 協賛加盟店109店舗



行政のご支援

●市民参加型のまちづくりの企画

●コミニュティバスのダイヤ調整

●イベント・催し物の支援
左義長祭、永平寺灯ろう流し
三国祭 など

●個人、遠足・団体の利用促進
助成金、免許返納

●駅の整備
駐車場・駐輪場の整備・トイレの設置

行政

地域の皆様

えち鉄



えちぜん鉄道の取組み

●他の公共交通機関との結節の充実
（福井鉄道との相互乗り入れ）

●レンタサイクル・デマンドバス

●企画きっぷの造成
（恐竜博物館・あわら温泉・JRタイアップ）

●駅を活用した事業展開

●沿線ツアーの実施

●イベント列車の運行
（きょうりゅう電車・七夕アート電車など）行政

地域の皆様

えち鉄



2．地域との共生

A．サポーターズクラブ
B．相互乗り入れ
C．利用促進
D．駅舎の整備



A．サポーターズクラブ(サポート団体との連携)

年間1000円の会費で
いろいろな特典が受けられる！

○R1年度は、4163名の方が入会！

○年間の割引での電車利用は、延べ11万人！





えちてつサポーターズクラブ会員数推移

※黄色が６５歳以上のゴールド会員、青色が一般会員



※黄色が６５歳以上のゴールド会員、青色が一般会員

えちてつサポーターズクラブ利用者数推移



えちぜん鉄道
三国芦原線

福井鉄道
福武線

えちぜん鉄道
勝山永平寺線
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(26.9km)

B．相互乗り入れ
福井鉄道との乗換駅であった田原町駅を基点に相互乗り入れを実施。えちぜん
鉄道：鷲塚針原駅から福井鉄道：越前武生駅まで乗り換え無しで移動が可能と
なった。

高床車両と低床車両の
相互乗り入れは日本初！！



ハード、ソフトが一体となった交通ネットワークを目指して



えち鉄車両(高床車両)とキーボ(低床車両)の違い

新田塚駅

鷲塚針原駅





C．利用促進

↑ 本物の電車の運転と車庫見学が
出来る｢電車運転体験」

①体験・ツアーの実施

↑ 沿線の祭りなどとタイアップした
ツアーを実施。



②企画乗車券の造成

土日祝での電車利用がお得になる一日フリーきっぷや「電車の乗り放題」と「施設」や
「バス」を組み合わせてお得に観光地を回れるセット券などがある。



③二次アクセスの確保

駅周辺に無料の駐車場を整備したり、有人駅でレンタサイクルを実施したり、工業地帯に
デマンド型のバスを運行したりして利用促進を図っている。



④沿線施設・団体とのタイアップ

映画館や地域住民、大学やNPOなど団体や施設とタイアップしてイベントや企画を実施
している。



↑
バスツアーの行程に車窓を組み込んだ
「ちょいのり」年間6000人強の利用

⑤観光客の誘客(旅行会社との商談･契約)

各乗車券の契約や地方ならではの景色・イベントを売りにした企画を提案し、それ
を組み込んだツアー商品を造成依頼。

↑ 恐竜セット券や乗車券契約による各旅行会社
の引換券。年間20000人強の利用。



⑥その他

貸し切り列車による
｢熱燗列車」や｢ビア電｣

全国で上映された「えちて
つ物語｣の映画化

恐竜の装飾と映像を楽しみ
ながら行く｢きょうりゅう
電車｣



駅の役割＝
単なる通過の場所ではなく、工夫次第で地域にとって
大きな可能性を持つ場所となる

1. 名前、場所の明示 ～安心や信頼

2. ネットワーク ～人と人、地域と地域を結びつける

3. 人の集積

4. 活用方法はハード(駅舎)、ソフト(名前や場所の
使い方)、様々に

D．駅の整備



これまでの駅、これからの駅



①勝山駅(えち鉄＋勝山市)
駅周辺整備に伴い駅舎を改修、待合室の一角にカフェを増設。
えちぜん鉄道が直営で営業を行っている。

↑ 東京駅と同じ大正3年生まれの勝山駅。

↑ 光サイフォンで一
杯ずつたてる本格珈
琲を提供 ↑
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駅周辺整備に伴い駅舎を新築、旧駅舎を地域の「集いの場」
として再生。利用、管理を地元の自治会が行っている。

②永平寺口駅(えち鉄＋永平寺町)

↑ 勝山駅と同様、登録有形文化財に登録

←
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
用
の
様
子



③田原町駅(えち鉄＋福井市＋商店街＋ヤマハ)

相互乗り入れに合わせて、田原町駅周辺を改修、文化交流施設を建設。
音楽によるまちづくりをコンセプトに事業展開を図る。



児童教育施設「エンゼルランドふくい」に坂井
市のコンセプト「笑顔で暮らせるまち」を付した
えちぜん鉄道太郎丸駅

文教施設「ハートピア春江」に坂井市のコ
ンセプト「笑顔で暮らせるまち」を付したえち
ぜん鉄道西春江駅

近隣施設の「ゆりの里公園」に坂井市のコ
ンセプト「笑顔で暮らせるまち」を付したえち
ぜん鉄道西長田駅

1000年にわたり奈良興福寺との縁
を持つ地域としての「こうふく」に坂井
市のコンセプト「笑顔で暮らせるまち」
を付したえちぜん鉄道下兵庫駅

力士を想起する駅名がユニークな「大
関」に坂井市のコンセプト「笑顔で暮
らせるまち」を付したえちぜん鉄道大
関駅

④坂井市５駅(えち鉄＋坂井市)

坂井市の駅名変更によるブランド化事業を実施。駅を中心にしたまちづ
くりに取り組み活性化を図る。



⑤三国駅(えち鉄＋坂井市＋地域)

駅を｢駅らしい｣シンボリックな物に！ まちなか観光の拠点に！

坂井市観光連盟が、東尋坊から駅舎内に移転。
観光の拠点として三国駅から情報を発信



福井市中心部の交通機能の結節点として、デザイン、
旅客動線などを総合的に検討。
えちぜん鉄道では初となる観光案内事業としてイン
フォカフェ「たびのは」を運営。

⑥新・福井駅(えち鉄＋福井県)

都市整備事業(連続立体交差事業)として整備。2018年6月24日に供用開始。

地方鉄道の高架化は日本初！！



えちぜん鉄道が対処すべき長期的課題
社会的な現象 打ち手

全体人口減少
•まちづくりと交通の連携を、ハード面とソフト面、両面で進め、鉄道駅
に集まる人の流れを、新たなコミュニティ作りにつなげる。
•今後一層の増加が見込まれる観光客への対応としても、上記取り組みを
強化し、外からの誘客による解消を図る。

少子化 •定期利用客の拡大方向として、大学・専門学校と、中学校をターゲット
に、安心できる通学手段としての周知を図っていく。

高齢化
•サポーターズ制度の拡大を地域、行政とともに進めていく。
•施設、サービスを考える際、全てまず体の自由が効かない「高齢者の視
点」に立つことから始め、それを当社サービス全般の強みとする。

観光誘客等外部からの
利用者獲得

•北陸新幹線：福井開業を見据え、沿線の観光コンテンツ（恐竜博物館な
ど）と交通機関のパッケージ化と、県外での販売活動を進める。
•ＭａａＳ事業を推進することで発地での乗車券販売を可能にする。

新型コロナなどの社会
変動の中でのBCP

•新型感染症や異常気象などでの対応として、雇用の確保・拡充の他、
キャッシュレス化や運行情報のオープンデータ化を進めていく。

鉄道外収益事業の検討 •福大前西福井駅を中心とした不動産事業の再構築を検討・実施していく。
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